
否
定
辞
「
無
」
を
冠
す
る
漢
語
の
昔
と
意
味

－
1
1
「
無
礼
」
の
音
の
変
遷
を
め
ぐ
っ
て
1

来
　
　
田

隆

目
　
　
次

序一
、
「
無
礼
」
の
音
の
変
遷

二
、
「
無
礼
」
の
周
辺
語

三
、
室
町
時
代
の
字
書
に
見
ら
れ
る
「
無
」
を
冠
す
る
漢
語
の
音
と
意
味

結

序

漢
語
「
無
礼
」
は
、
今
日
の
慣
用
で
は
プ
レ
イ
と
読
ま
れ
る
が
、
「
雅
言
集
覧
」
に
収
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
源
氏
物
語
」
に
は
ム
ラ
イ
の

音
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
呉
音
読
み
か
ら
漠
音
読
み
へ
と
字
音
の
系
統
を
交
替
し
た
漢
語
の
一
つ
・
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
の
「
無
礼
」
の
音
の
変
遷

を
跡
付
け
、
字
音
の
交
替
の
要
因
に
つ
い
て
、
「
無
礼
」
の
語
彙
的
意
味
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
「
無
礼
」
の
音
の
変
遷

平
安
時
代
に
は
「
鯨
礼
」
は
ム
ラ
イ
の
音
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
管
見
に
入
っ
た
も
の
は
「
宇
津
保
物
語
」
に
二
例
、
「
源
氏
物
語
」
に
四
例

で
あ
る
。

否
定
辞
↓
無
」
を
冠
す
る
漢
語
の
音
と
意
味
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（
か
し
こ
し
カ
）

○
源
侍
従
「
は
な
は
だ
か
し
か
し
、
ひ
と
よ
の
瑚
引
再
は
あ
り
も
や
し
け
む
。
さ
ら
に
お
ぼ
え
侍
ら
ぬ
は
、
な
か
ず
み
が
ゑ
ひ
こ
そ
す
ゝ
み
て

侍
け
め
」
な
ど
の
た
ま
ひ
て
（
『
宇
津
保
物
語
本
文
と
索
引
』
本
文
篇
　
2
9
8
／
1
）

○
か
せ
は
い
と
よ
く
ふ
け
と
も
日
の
と
か
に
く
も
り
な
き
空
の
に
し
な
る
は
と
せ
み
の
こ
ゑ
な
と
も
い
と
く
る
し
け
に
き
こ
ゆ
れ
は
み
つ
の
う

へ
む
と
く
な
る
け
ふ
の
あ
つ
か
は
し
さ
か
な
瑚
引
叫
の
つ
け
は
ゆ
る
さ
れ
な
む
や
と
て
よ
り
ふ
し
給
へ
り

（
『
源
氏
物
語
大
成
』
常
夏
　
8
2
9
／
8
）

○
お
と
ゝ
朝
臣
や
卸
や
す
み
所
も
と
め
よ
お
き
な
い
た
う
ゑ
ひ
す
ゝ
み
て
瑚
引
再
な
れ
は
ま
か
り
い
り
ぬ
と
い
ひ
す
て
1
い
り
姶
ひ
ぬ

（
同
右
　
藤
裏
菓
1
0
0
3
／
1
1
）

「
源
氏
物
語
」
の
四
例
は
、
す
べ
て
異
本
に
よ
る
表
記
上
の
相
違
は
無
い
。

院
政
時
代
か
ら
鎌
倉
初
期
の
文
献
に
も
ム
ラ
イ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
「
大
鏡
」
（
干
葉
本
）
に
一
例
、
「
古
本
説
話
集
」
に
二
仇
、
「
と
り

か
へ
ば
や
物
語
」
に
一
例
、
「
宇
治
拾
遺
集
」
に
一
例
で
あ
る
。

ム

ラ

イ

○
ふ
し
な
か
ら
細
た
い
め
ん
あ
り
て
（
中
略
）
大
小
の
こ
と
を
も
申
あ
は
せ
む
と
お
も
ふ
た
ま
ふ
れ
は
無
礼
を
も
え
は
ゝ
か
ら
す
か
く
ら
う
か

は
し
き
か
た
に
あ
な
い
申
つ
る
な
り
な
と
こ
ま
や
か
に
の
た
ま
へ
と
（
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
大
鏡
諸
本
集
』
所
収
　
1
3
2
ウ
）

○
か
や
う
に
し
つ
ゝ
三
た
ひ
か
へ
し
た
て
ま
つ
る
に
み
た
ひ
な
か
ら
か
へ
し
た
ひ
て
は
て
の
た
ひ
は
こ
の
た
ひ
か
へ
し
た
て
ま
つ
ら
は
瑚
引
画

な
る
へ
き
よ
し
を
い
ま
し
め
ら
れ
け
れ
は
（
『
茫
鸞
沢
木
古
本
説
話
集
』
（
勉
誠
社
複
臥
本
）
m
オ
）

○
大
殿
を
り
ゐ
て
の
り
な
か
ら
あ
り
つ
る
を
軸
引
画
な
り
と
お
は
し
て
こ
の
う
L
は
に
け
ぬ
る
な
め
り
と
く
ひ
か
な
し
み
給
こ
と
か
き
り
な
り

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

同

右

　

1

4

2

ウ

）

（1）

「
古
本
説
語
集
」
　
の
右
の
箇
所
は
、
「
今
昔
物
語
」
で
は
次
の
如
き
表
記
で
あ
る
。

返
シ
奉
ラ
ハ
充
礼
㌶
（
巻
十
六
第
三
十
）

乍
乗
ラ
入
”
ル
元
礼
也
ト
恩
テ
（
巻
十
二
　
第
二
十
四
）



○
お
は
か
た
に
は
忍
ひ
て
例
の
中
納
言
の
か
た
な
る
に
し
の
た
い
に
し
の
ひ
や
か
に
入
り
給
へ
れ
は
い
と
あ
つ
き
日
に
て
う
ち
と
け
と
き
ち
ら

し
て
居
た
り
け
る
見
つ
け
て
い
と
ふ
ひ
ん
に
軸
引
劇
に
て
侍
る
に
と
て
に
け
人
に

（
「
と
り
か
へ
ば
や
物
語
」
　
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
近
世
初
写
　
（
新
典
杜
複
製
本
）
軍
一
分
冊
1
4
ペ
）

○
か
や
う
に
し
つ
ゝ
三
た
び
返
し
奉
る
に
、
猶
ま
た
か
へ
し
た
び
て
、
は
て
の
た
び
は
、
こ
の
た
び
か
へ
し
奉
ら
ん
は
、
甜
引
叫
な
る
べ
き
よ

し
を
い
ま
し
め
ら
れ
け
れ
ば
（
「
宇
治
拾
遺
集
」
大
系
本
3
1
8
／
6
）

「
宇
治
拾
遺
集
」
に
は
、
右
の
ム
ラ
イ
の
他
に
次
例
の
如
く
プ
レ
イ
が
一
例
見
ら
れ
る
。

○
さ
き
に
行
人
、
茸
を
ゝ
さ
へ
侯
共
、
し
朝
を
む
け
参
ら
せ
て
通
し
ま
い
ら
す
る
は
、
れ
い
せ
つ
に
は
候
は
る
で
、
ぶ
河
川
を
い
た
す
に
侯
と

こ
そ
見
え
つ
れ
ば
（
同
右
　
2
3
6
／
竺

「
宇
治
拾
遺
集
」
の
ム
ラ
イ
の
用
い
ら
れ
て
い
る
説
話
は
、
「
今
昔
物
語
」
「
古
本
説
話
集
」
に
も
所
載
の
も
の
で
あ
る
が
、
右
の
プ
レ
イ
の
用
例
の

（2）

あ
る
説
話
は
、
「
宇
治
拾
遺
集
」
以
前
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

鎌
倉
中
期
以
降
に
は
ム
ラ
イ
の
用
例
は
見
出
し
難
く
、
か
わ
っ
て
プ
レ
イ
が
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
尊
経
閣
文
庫
蔵
「
極
楽
寺
殿
御
家
訓
」
は
、

（3）

筆
者
が
必
L
も
確
か
で
な
い
が
、
北
条
重
時
の
作
と
す
れ
ば
十
三
世
紀
半
ば
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
プ
レ
イ
が
二
例
見
出
さ
れ
る
。

〇
一
し
ゆ
つ
け
を
ひ
ば
う
す
る
事
あ
る
べ
か
ら
ず
（
中
略
）
し
ん
る
い
又
は
子
な
ど
な
り
と
も
劇
叫
叫
な
る
べ
か
ら
ず
。
（
3
オ
）

ふ
ち

○
我
が
れ
う
を
扶
持
す
べ
L
と
親
も
見
給
ひ
、
家
を
ゆ
づ
り
拾
ふ
う
へ
は
、
一
も
ん
し
ん
る
ひ
を
は
ご
く
む
べ
し
。
さ
や
う
に
あ
れ
ば
と
て
、

そ
う
り
や
う

対
利
に
す
べ
か
ら
ず
。
然
ば
又
惣
領
を
う
や
ま
ひ
、
一
大
事
の
用
に
立
つ
事
ま
め
や
か
な
る
べ
し
（
1
9
オ
）

「
平
家
物
語
」
「
曽
我
物
語
」
に
も
プ
レ
イ
が
見
ら
れ
る
。

○
其
時
事
に
あ
ふ
た
る
侍
ど
も
め
し
よ
せ
「
自
今
以
後
も
、
汝
等
能
く
心
う
べ
し
。
あ
や
ま
て
殿
下
へ
璃
利
の
由
を
申
さ
ば
や
と
こ
そ
お
も

へ
」
と
て
帰
ら
れ
け
り
。
（
「
平
家
物
語
」
大
系
本
1
1
8
／
1
1
）

右
の
「
無
礼
」
に
高
良
本
で
は
「
ふ
れ
い
」
の
振
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
（
大
系
本
「
凡
例
」
）
。

否
定
辞
「
無
」
を
冠
す
る
漢
語
の
音
と
意
味
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○
御
盃
の
前
後
は
、
遅
参
の
無
礼
細
免
あ
れ
（
「
曽
我
物
語
」
大
系
本
2
5
8
／
7
）

右
も
、
大
系
本
の
底
本
（
東
大
附
属
図
書
館
青
州
文
庫
蔵
十
行
古
活
字
本
）
で
は
「
ふ
れ
い
」
と
仮
名
書
き
で
あ
る
（
大
系
本
「
凡
例
」
）
。

「
平
家
物
語
」
　
の
前
掲
の
箇
所
は
、
「
平
等
版
平
家
物
語
」
に
も
、

a
y
a
m
a
t
t
e
 
Q
ロ
a
m
訂
c
u
d
O
n
O
y
e
b
u
r
e
i
n
O
y
O
軋
u
O
 
m
訝
紆
G
r
E
O
 
C
O
S
O
く
O
m
O
y
e
t
O
（
1
6
ペ
）

と
あ
る
。

本
稿
で
は
中
世
末
ま
で
を
調
査
範
囲
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
な
お
近
世
初
期
の
プ
レ
イ
の
例
を
一
例
付
け
加
え
て
お
こ
う
。

フ

レ

イ

○
飛
弾
定
而
諸
侍
に
無
礼
を
も
い
た
す
か
と
恩
へ
ば
（
「
甲
陽
軍
鑑
」
（
勉
誠
社
複
製
本
）
轟
六
g
オ
）

字
書
類
に
つ
い
て
「
無
礼
」
の
音
を
見
る
に
、
「
色
菓
字
類
抄
」
で
は
、

無
礼
墾
（
黒
川
本
中
等
）

と
あ
る
が
、
室
町
時
代
の
も
の
で
は
、

プ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

プ

レ

イ

（
無
）
礼
（
節
用
集
、
文
明
本
・
鰻
頭
屋
本
・
弘
治
二
年
本
・
永
禄
二
年
本
・
尭
空
木
・
易
林
本
「
無
礼
」
）

ぶ

　

れ

い

（
無
）
礼
（
落
葉
集
）

B
u
r
e
i
－
凡
て
も
　
（
藩
学
）
く
y
a
m
a
i
ロ
a
軋
（
声
藩
「
）
声
覿
苗
冷
耳
か
∩
付
．
（
「
邦
訳
日
葡
辞
書
」
）

の
如
く
、
プ
レ
イ
と
な
っ
て
い
る
。

「
無
礼
」
の
読
み
の
確
か
な
例
を
広
く
兄
い
だ
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
得
ら
れ
た
例
も
多
く
は
な
い
。
ま
た
、
平
安
朝
女
流
文
学
作
品
、

説
話
文
学
、
家
訓
、
軍
記
物
、
字
書
類
に
見
ら
れ
る
漢
語
を
同
一
次
元
の
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
は
で
は
な
い
が
、
「
無
礼
」
の
音
に
関
し
て

は
、
鎌
倉
初
期
ま
で
は
ム
ラ
イ
で
、
鎌
倉
中
期
以
降
に
な
る
と
プ
レ
イ
と
音
が
交
替
し
た
と
見
得
る
で
あ
ろ
う
。
右
の
諸
例
か
ら
意
味
の
上
で
ム

ラ
イ
と
プ
レ
イ
と
に
差
異
を
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。



二
、
「
無
礼
」
の
周
辺
語

ム
ラ
イ
か
ら
プ
レ
イ
へ
の
音
の
交
替
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
呉
音
読
か
ら
漠
音
読
へ
の
交
替
で
あ
る
が
、
「
無
」
を
上
接
語
と
す
る
漢
語
で
、

こ
れ
と
同
じ
経
過
を
辿
っ
た
語
は
他
に
無
い
で
あ
ろ
う
か
。
今
、
「
色
葉
字
類
抄
」
所
載
語
に
つ
い
て
見
る
に
、
「
ム
」
の
部
、
「
フ
」
の
部
に
そ

れ
ぞ
れ
、
次
の
如
き
語
が
挙
が
っ
て
い
る
。

〔
ム
〕
の
部
（
既
述
の
「
無
礼
」
を
除
く
）

怒
絹
竃
分
）
　
無
極
諸
相
　
要
理
柑
（
祐
撃
語
肇
）
　
慧
絹
　
窓
増
分
　
無
憤
鵠
欄
　
慧
諸
ク
　
無
気
ム
ケ

ナ
リ
　
無
下
同
（
ム
ケ
ナ
リ
）
　
無
上
道
　
無
記
性
　
無
所
記
　
記
法
ム
ハ
ウ
　
無
代
ム
タ
イ
（
［
評
逮
捕
悪
　
天
常
ム
シ
ャ
ウ
　
売
上

玉
偏
ム
ヘ
ン
　
　
天
満
ム
。
（
黒
川
本
　
申
4
5
ウ
）

〔
フ
〕
の
部

無
為
諸
名
　
鰯
年
1
－
分
　
鰯
力
窯
　
鰯
愛
同
志
分
）
　
タ
聖
欝
が
斬
シ
　
讐
フ
ィ
ン
（
黒
川
本
中
豊
以
下
）

（
陰
陽
）

フ
ラ
イ

以
上
の
二
十
語
を
、
後
世
の
室
町
時
代
の
字
書
類
（
次
節
参
照
）
で
の
読
み
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
詳
細
は
省
く
が
、
両
者
に
共
通
す
る
語
で
、

読
み
に
相
違
の
見
ら
れ
る
の
は
、
「
無
礼
」
の
他
に
「
無
道
」
が
指
摘
で
き
る
。
「
色
葉
字
類
抄
」
に
ム
ダ
ウ
と
あ
る
が
、
室
町
時
代
の
字
書
類
で

は
例
外
な
く
ブ
タ
ウ
と
読
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
次
節
参
照
）
。
「
無
道
」
は
鎌
倉
中
期
の
古
文
書
に
ム
ダ
ウ
と
読
ま
れ
た
例
が
あ
り
、
鎌
倉
時

（4）

代
は
ム
ダ
ウ
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
呉
音
読
か
ら
漠
音
読
へ
と
い
・
う
点
で
も
「
無
礼
」
と
歩
み
を
等
し
く
す
る
語
で
あ
る
。

呉
音
読
語
と
翌
日
読
語
の
勢
力
を
通
時
的
に
見
た
場
合
、
平
安
時
代
の
「
源
氏
物
語
」
「
枕
草
子
」
「
更
級
日
記
」
等
の
和
文
系
文
学
作
品
の
中

の
漢
語
は
、
呉
音
読
語
が
主
流
で
あ
り
、
そ
れ
に
漢
音
読
語
を
交
え
る
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
、
作
品
を
越
え
て
、
呉
音
読
さ
れ
る
語
、
漠
音
読
積
れ

（5）

る
語
が
固
定
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
中
世
の
「
保
元
物
語
」
に
な
る
と
、
平
安
時
代
和
文
系
文
学
作
品
に
比
し
て
、
漠
音
読
語
の
増
加
（
呉

否
定
辞
「
無
」
を
冠
す
る
漢
語
の
音
と
意
味



鎌
　
倉
　
時
　
代
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研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四

（6）

音
読
語
の
漠
音
読
語
へ
の
交
替
を
含
め
て
）
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
又
、
院
政
鎌
倉
初
期
の
和
化
漢
文
訓
読
に
於
て
は
、
平
安
時
代
の
和
文
系
文

学
作
品
と
は
様
相
を
異
に
し
、
漠
音
読
語
が
呉
音
読
語
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
も
、
時
代
の
降
る
も
の
は
ど
漠
音
読
語
の
増
加
が
見
ら

（7）
れ
る
。漢
語
の
音
は
、
個
々
の
語
が
そ
の
出
自
・
伝
統
に
制
約
を
受
け
て
い
る
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
適
時
的
に
は
漠
音
読
語
増
加
と
い
う
傾
向
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
「
無
礼
」
や
「
無
道
」
も
、
そ
の
大
勢
に
従
う
事
例
と
解
せ
よ
う
。
し
か
し
、
「
無
」
を
上
接
語
と
す
る
漢
語
で
、

中
世
に
呉
音
読
か
ら
漠
音
読
へ
と
交
替
し
た
の
は
、
「
色
葉
字
類
抄
」
所
載
語
の
中
で
は
、
こ
れ
ら
二
語
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
注

目
す
べ
き
は
、
「
無
礼
」
と
「
無
道
」
の
二
語
は
、
礼
節
、
道
理
と
い
う
、
い
ず
れ
も
社
会
秩
序
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
行
動
原
理
に
関
す
る

マ
イ
ナ
ス
の
評
価
を
与
え
る
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
な
る
偶
然
に
属
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
二
語
の
字
音
の
交
番
の

要
因
と
し
て
、
そ
の
語
彙
的
意
味
が
深
く
係
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
室
町
時
代
の
字
書
類
所
載
の
「
無
」
を
上

接
語
と
す
る
漢
語
に
つ
い
て
見
る
に
、
そ
の
昔
と
意
味
と
の
問
に
、
次
節
で
述
べ
る
よ
う
な
対
応
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

三
、
室
町
時
代
に
於
け
る
「
無
」
を
冠
す
る
漢
語
の
音
と
意
味

資
料
と
し
て
字
書
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
読
み
の
確
定
と
多
数
の
語
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
中
で
も
「
日
葡
辞
書
」
は
漢
字
表

記
は
示
さ
な
い
け
れ
ど
も
、
個
々
の
語
に
つ
い
て
そ
の
意
味
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
本
稿
で
は
「
日
葡
辞
書
」
所
載
語
を
対
象
と
し
た
。

「
日
葡
辞
書
」
か
ら
「
無
」
を
冠
す
る
漢
語
を
抽
出
す
る
手
順
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

川
「
自
衛
辞
書
」
の
見
出
し
語
か
ら
採
る
。
名
詞
形
以
外
に
「
ニ
」
「
ナ
」
を
伴
う
派
生
形
を
掲
出
（
併
載
）
す
る
語
は
名
詞
形
を
代
表
さ
せ
る
。

意
味
記
述
の
文
中
に
現
わ
れ
る
語
、
あ
る
い
は
複
合
語
は
参
考
に
取
り
上
げ
る
。

∽
ロ
ー
マ
字
綴
り
の
漢
字
表
記
へ
の
都
字
は
、
土
井
忠
生
・
森
田
武
・
長
南
実
編
「
邦
訳
自
衛
辞
書
」
に
従
い
、
ま
た
、
次
の
字
書
類
を
参
照

し
た
。
「
落
葉
集
」
（
「
落
」
と
略
称
。
以
下
同
じ
）
、
節
用
集
、
文
明
本
（
「
文
」
）
・
伊
京
集
（
「
伊
」
）
・
明
応
五
年
本
（
「
明
」
）
・
鍍
頭
屋
本
（
「
鍍
」
）
・



黒
本
本
（
「
黒
」
）
・
天
正
十
八
年
本
（
「
天
」
）
・
弘
治
二
年
本
（
「
弘
」
）
・
永
禄
二
年
本
（
「
永
」
）
・
尭
空
本
（
「
尭
」
）
・
両
足
院
本
（
「
雨
」
）
・
易
林
本

（
「
易
」
）
、
「
元
和
本
下
学
集
」
（
「
下
」
）
、
「
温
故
知
新
書
」
（
「
温
」
）
、
「
運
歩
色
菓
集
」
（
「
運
」
）
で
あ
る
。

室
町
時
代
に
は
呉
音
と
漢
音
と
の
混
読
語
が
少
な
か
ら
ず
存
す
る
の
で
、
呉
音
読
語
と
漠
音
読
語
と
い
う
分
け
方
は
せ
ず
、
接
辞
「
無
」
の
音

ム

　

　

　

ブ

　

　

　

　

（

8

）

に
着
目
し
、
「
無
」
類
と
「
無
」
類
と
に
分
け
る
。
更
に
、
形
態
上
、
「
無
」
を
除
い
た
部
分
が
川
一
字
の
漢
字
か
ら
成
る
語
と
、
伺
二
字
以
上
の

漢
字
か
ら
成
る
語
と
の
二
類
に
分
け
る
。
「
無
生
無
死
」
の
如
き
構
造
の
語
は
、
川
に
納
め
る
。

次
下
に
具
体
例
を
掲
げ
る
。
S
、
B
u
p
は
「
日
葡
辞
書
」
に
存
す
る
「
文
章
語
」
「
仏
法
語
」
の
注
記
で
あ
る
。
他
の
字
書
類
に
も
所
載
の
語
に

は
、
そ
の
書
名
（
略
称
）
の
み
を
示
す
が
、
そ
れ
ら
に
義
注
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
そ
れ
を
掲
げ
る
。
紙
幅
の
関
係
で
、
「
日
葡
辞
書
」
の
意

味
記
述
（
《
　
》
で
示
す
）
は
「
邦
訳
日
葡
辞
書
」
の
ま
ま
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

ム〔
無
〕
類

川
M
u
a
c
u
（
無
悪
）
　
S
　
《
罪
科
が
な
い
こ
と
》

M
u
i
（
無
位
）
　
《
官
位
が
な
い
こ
と
》

M
u
y
e
n
（
無
縁
）
　
落
・
文
・
運
　
《
頼
る
べ
き
も
の
の
な
い
こ
と
、
ま
た
は
、
孤
児
の
境
遇
）

M
u
y
e
n
j
O
（
無
縁
所
）

M
u
g
a
ロ
a
（
無
我
な
）
　
落
　
《
気
概
や
気
力
に
乏
し
い
）

M
u
g
a
i
（
無
涯
）
　
《
限
り
の
な
い
こ
と
、
あ
ま
い
は
、
量
り
知
れ
な
い
こ
と
）

M
志
a
i
t
e
二
無
涯
底
）
　
S

M
u
g
a
2
（
無
学
）
　
落
　
（
勉
学
を
し
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
は
、
学
問
を
知
ら
な
い
こ
と
》

M
品
a
n
（
無
限
）
　
《
盲
人
》

M
u
g
a
n
s
u
（
無
限
子
）
　
落

否
定
辞
「
無
」
を
冠
す
る
漢
語
の
音
と
意
味



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

M
u
g
u
i
か
（
無
形
）
　
落
・
文
　
《
形
が
な
い
こ
と
》

キ
ウ

M
u
g
P
（
無
窮
）
　
落
・
文
・
盤
・
弘
・
永
・
尭
・
両
・
易
・
運
「
無
窮
」
　
《
限
り
も
果
て
も
な
い
こ
と
》

M
u
q
と
i
N
a
恒
（
無
窮
自
在
）
　
運

M
u
q
u
a
n
（
無
官
）
　
落
・
文
　
《
官
位
が
な
い
こ
と
）

一
〇
六

M
u
望
e
（
無
碍
）
　
S

M
u
g
u
e
（
無
価
）
　
S

M
u
g
e
n
a
（
無
下
な
）

M
u
q
e
n
（
無
間
）
　
S

落
・
文
「
（
鮮
）
礎
確
聞
」
・
《
障
害
が
な
い
こ
と
）

落
・
文
　
《
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
》

文
・
永
・
尭
・
両
・
易
・
運
　
《
あ
わ
れ
な
（
こ
と
）
、
あ
る
い
は
不
憫
な
（
こ
と
）
》

落
・
文
「
（
鮮
）
濫
」
が
蔚
・
＊
天
・
＊
弘
・
＊
黒
・
ポ
・
ポ
・
運
（
＊
に
は
「
文
」
と
類
似
の
義
注
あ
り
）
　
《
地
獄
）

M
u
q
e
n
g
i
g
O
C
u
（
無
間
地
獄
）

M
u
c
P
 
I
．
b
u
c
ひ
（
無
功
）
　
S
 
l
日
日
0
ひ

M
u
g
0
2
（
無
極
）

M
u
c
O
n
（
無
根
）

M
u
g
O
n
（
無
言
）

M
u
s
a
i
（
無
才
）

M
u
s
a
i
（
無
際
）

M
G
N
a
i
（
無
罪
）

M
u
s
か
（
無
相
）

M
u
z
a
ロ
（
無
恵
）

M
u
N
か
（
無
懇
）

文
・
永
・
尭
・
両
・
運
　
《
際
限
の
な
い
こ
と
）

《
根
が
な
い
こ
と
》

文
・
永
・
尭
　
（
沈
黙
）

易
　
《
思
慮
分
別
も
な
く
、
能
力
も
な
い
こ
と
》

落
　
《
際
限
が
な
い
こ
と
》

S
　
落
　
《
罪
科
が
な
い
こ
と
）

文
　
《
形
体
を
具
え
な
い
も
の
、
す
な
わ
ち
、
精
神
的
な
も
の
）

ハ
ウ
イ
ツ

文
・
文
「
放
逸
劉
」
・
鰻
・
天
・
弘
・
永
・
尭
・
両
・
易
・
温
　
《
同
情
、
あ
る
い
は
、
憐
憫
）

H
（
下
の
語
）
l
M
u
N
a
n



M
已
軋
（
無
始
）

＊

M
u
軋
m
u
j
か

M
u
軋
q
i
（
無
色
）

M
u
j
i
q
i
（
無
食
）

M
u
軋
t
（
無
実
）

M
u
j
i
t
（
無
実
）

M
u
H
か
（
無
性
）

落
・
文
　
《
始
め
が
な
い
こ
と
》

（
無
始
無
終
）
　
＊
m
u
j
由
の
誤
り
　
文

ガ

イ

　

シ

キ

落
・
（
弘
「
三
界
鰍
塀
粕
界
」
）
　
《
色
が
な
い
。
と
）

落
　
《
食
事
し
な
い
こ
と
》

文
・
尭
・
易
・
温
　
《
睦
言
か
、
ま
た
は
、
偽
り
の
証
拠
）

落
・
鰻
・
永
・
易

落
　
（
正
体
も
気
力
も
な
い
こ
と
）

M
u
監
（
無
障
）
B
u
p
落
　
《
障
害
が
な
い
こ
と
）

M
u
j
ひ
（
無
上
）
　
落
・
文
・
天
・
尭
・
両
・
温
　
《
最
上
の
も
の
）

M
且
訝
O
n
（
無
上
尊
）

M
島
（
晋
）
落
・
文
「
（
鮮
）
朝
型
・
天
「
鮮
報
響
・
鍍
・
永
・
亮
・
両
・
易
・
運

M
u
j
か
n
O
 
H
e
C
q
i
（
無
常
の
殺
鬼
）
　
S
．

M
u
監
m
u
軋
（
無
生
無
死
）
　
B
u
p
　
《
生
ま
れ
も
死
に
も
し
な
い
こ
と
》

M
u
巨
（
無
主
）
B
n
p
落
・
鰻
・
運
　
《
主
人
が
な
い
こ
と
》

M
u
舛
仁
（
無
数
）
　
S
　
落
・
永
⊥
尭
・
両
　
《
数
え
き
れ
な
い
こ
と
》

M
u
H
u
C
か
（
無
数
劫
）

M
エ
ロ
（
無
終
）
　
落
　
《
無
限
の
こ
と
、
あ
る
い
は
、
果
て
の
な
い
こ
と
》

M
u
軋
n
（
無
心
）
　
落
・
文
・
饅
・
尭
・
両
・
易
・
運
・
温
　
《
心
な
し
》

M
u
j
i
n
（
無
尽
）
　
落
・
文
・
鰻
・
易
・
運
・
温
　
《
尽
き
て
な
く
な
り
得
な
い
こ
と
》
′

否
定
辞
「
無
」
を
冠
す
る
湊
語
の
音
と
意
味

l
〇
七



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
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M
u
s
O
C
ロ
（
無
足
）
　
落
・
文
・
鍍
・
弘
・
永
・
尭
・
両
　
界
無
益
な
こ
と
、
徒
労
な
こ
と
》

M
u
s
O
C
G
n
i
ロ
（
無
足
人
）

む

　

だ

い

M
已
a
i
U
 
m
e
－
i
u
s
－
M
u
t
a
i
　
落
「
（
無
）
体
」
　
以
下
に
は
「
ム
タ
イ
」
文
・
鰻
・
天
・
弘
・
黒
・
永
・
妻
∵
両
・
易
・
道
　
《
無
法
な
こ
と
》

M
u
r
i
 
m
u
t
a
i
（
無
理
無
体
）

M
u
t
か
（
無
刀
）
　
落
・
文
・
鰻
・
易
　
《
剣
が
な
い
こ
と
》

ク

ワ

　

プ

ン

ム

チ

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

モ

ン

マ

ウ

　

ノ

M
u
c
h
i
（
無
智
）
　
文
「
（
寡
）
聞
軸
響
・
鰻
・
易
・
運
・
下
「
文
盲
種
智
之
義
」
《
無
知
》

M
点
i
－
H
－
m
u
g
i
n
a
（
無
地
《
な
》
）
　
《
地
な
し
。
愛
橋
は
な
い
が
、
人
に
い
や
な
感
じ
を
与
え
も
し
な
い
》

M
u
g
i
n
（
無
塵
）
　
落
　
（
綺
霊
で
汚
れ
の
な
い
こ
と
》

M
u
t
e
n
（
無
点
）
　
落
　
《
点
な
し
》

M
u
t
O
C
G
（
無
徳
）
　
《
利
益
が
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
、
利
益
を
得
る
こ
と
が
な
い
こ
と
》

M
u
n
i
（
無
二
《
弐
》
）
　
落
・
弘
・
永
・
尭
・
両
　
《
二
つ
と
な
い
こ
と
、
無
比
》

M
u
n
i
 
m
u
s
a
n
（
無
二
無
三
）

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

M
u
n
e
n
（
慧
）
落
・
文
「
（
鮎
）
窟
鰻
琴
が
・
鍍
・
天
・
弘
・
黒
・
永
・
尭
・
両
・
易
・
運
・
温
（
芝
は
「
文
」
と
類
似
の
義
注
あ
り
）

《
恨
み
、
ま
た
は
、
く
や
し
さ
）

M
u
n
か
（
無
能
）
　
文
・
饅
・
運
　
《
技
芸
や
技
量
が
な
い
）

M
u
更
首
a
（
無
能
者
）

M
G
訂
i
（
無
媒
）
　
S
　
《
媒
介
者
、
仲
介
者
が
な
い
こ
と
）

M
u
f
か
（
無
法
）
　
文
・
鍍
・
弘
・
永
・
尭
・
両
・
易
・
這
・
温
　
《
法
に
違
背
す
る
こ
と
》

M
u
f
妥
n
（
無
法
人
）



M
u
許
ロ
（
無
飯
）
　
《
食
事
を
し
な
い
こ
と
》

M
u
P
（
無
比
）
　
S
　
落
・
文
　
《
匹
敵
す
る
も
の
が
な
い
こ
と
》

M
已
哲
（
無
筆
）
　
《
字
を
書
く
す
べ
を
知
ら
な
い
）

M
u
が
i
ひ
（
無
病
）
　
文
　
《
良
好
な
健
康
状
態
》

M
β
更
訂
a
（
無
病
者
）

M
u
f
e
n
（
無
辺
）
　
落
・
文
・
永
・
尭
・
両
・
易
・
温
　
《
際
限
が
な
い
こ
と
》

M
u
r
i
か
m
u
f
e
n
（
無
量
無
辺
）

M
u
m
i
（
無
味
）

M
u
m
i
か
　
（
無
名
）

M
u
m
i
ひ
（
無
明
）

M
u
m
e
i
（
無
銘
）

M
u
m
O
ロ
（
無
文
）

M
u
m
O
n
（
無
文
）

M
u
y
a
c
u
（
無
益
）

M
u
y
O
（
無
余
）

落
　
罠
が
な
い
こ
と
。
面
白
味
の
な
い
、
つ
ま
ら
な
い
》

S
　
落
・
文
・
鍍
・
弘
・
永
・
尭
・
両
　
角
名
前
が
な
い
こ
と
、
ま
た
は
、
名
前
を
持
た
ぬ
こ
と
》

S
　
落
・
文
・
鰻
・
易
・
運
　
《
光
明
が
な
い
こ
と
、
ま
た
は
、
暗
い
こ
と
）

文
　
《
銘
が
つ
い
て
い
な
い
こ
と
》

S
　
《
学
問
が
な
い
こ
と
》

文
「
（
教
養
鋳
り
草
道
《
文
な
し
》

落
・
文
・
天
・
鰻
・
弘
・
永
・
尭
・
両
・
易
・
運
　
《
不
必
要
な
こ
と
、
ま
た
は
、
利
益
が
な
い
こ
と
》

S
　
落
・
文
　
《
剰
余
が
な
い
こ
と
）

M
u
y
O
 
m
u
g
e
t
（
無
余
無
欠
）
　
S

M
u
y
ひ
（
無
用
）
　
落
・
文
・
鰻
・
尭
・
両
・
易
・
運
　
《
必
要
も
な
く
、
効
用
も
な
い
こ
と
）

M
u
y
O
C
u
（
無
欲
）
　
運
　
《
欲
心
を
も
た
な
い
こ
と
）

む

　

ら

い

M
u
r
a
i
m
u
c
O
　
（
無
来
無
去
）
　
B
u
p
落
「
（
無
）
来
」
　
《
来
る
こ
と
も
帰
る
こ
と
も
な
い
》

否
定
辞
「
無
」
を
冠
す
る
漢
語
の
音
と
意
味

一
〇
九



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

M
u
r
i
（
無
理
）
　
落
・
文
・
黒
・
天
・
鰻
・
弘
・
永
・
尭
・
両
・
易
・
運
・
温
　
《
道
理
の
な
い
こ
と
）

M
G
r
i
か
（
無
量
）
　
文
・
永
・
尭
・
両
・
易
・
運
　
《
計
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
無
限
》

M
u
r
i
か
q
u
監
a
i
（
無
量
広
大
）

M
u
r
e
紆
a
i
（
無
量
罪
）

M
u
r
i
か
j
i
ロ
j
i
ロ
（
無
量
深
甚
）

二
〇

M
G
r
u
i
（
無
類
）
　
落
・
文

伺
M
u
a
c
G
 
f
u
N
か
（
無
悪
不
造
）

M
u
i
c
h
i
m
O
t
（
無
一
物
）
　
S

M
G
C
u
H
わ
C
a
i
（
無
苦
世
界
）

M
u
c
u
d
O
C
u
（
無
功
徳
）
　
落

（
匹
敵
す
る
も
の
が
な
い
こ
と
》

S
　
《
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
罪
科
を
犯
す
こ
と
）

落
　
《
た
だ
一
つ
の
物
も
な
い
こ
と
）

（
苦
痛
も
責
苦
も
な
い
世
界
）

《
御
利
益
が
な
い
こ
と
、
ま
た
は
、
効
能
が
な
い
こ
と
）

M
u
g
O
n
j
e
t
（
無
言
舌
）
　
《
寒
言
）

M
u
c
O
n
訂
n
（
無
根
本
）
B
u
p
《
根
源
の
な
い
こ
と
）

M
呂
等
①
（
無
声
音
）
B
u
p
　
（
声
の
ひ
び
き
が
聞
こ
え
な
い
こ
と
》

M
白
田
訂
t
（
無
差
別
）
　
′
《
相
違
が
な
い
こ
と
》

M
u
H
O
S
a
（
無
所
作
）
　
《
無
為
安
閑
と
し
て
い
る
こ
と
》

M
u
d
紆
i
n
（
無
道
心
）
　
文
・
温
　
《
修
仰
や
敬
度
さ
の
少
な
い
心
）

M
品
i
h
首
○
（
無
住
所
）
　
S
　
落
・
文
　
（
住
場
む
所
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
）

M
u
n
i
n
j
叉
無
人
芦
）
B
u
p
《
寂
巽
、
あ
る
い
は
、
静
寂
）

ム

ブ

ン

キ

ウ

M
已
呂
q
i
又
無
分
暁
）
　
文
・
伊
・
鰻
・
天
・
弘
・
永
・
尭
・
両
・
運
「
無
分
院
」

《
見
当
外
れ
の
粗
暴
な
返
答
）



M
u
P
ロ
b
e
t
（
無
分
別
）
　
落
・
文
　
《
判
断
力
に
欠
け
て
い
て
、
思
慮
分
別
が
な
い
こ
と
）

M
u
m
O
j
i
ロ
a
（
無
文
字
な
）
　
《
文
字
を
知
ら
な
い
者
）

M
u
F
t
H
紬
C
a
i
n
a
 
m
O
ロ
○
（
無
仏
世
界
な
者
）
　
《
義
理
も
礼
儀
も
な
く
、
そ
の
上
、
救
霊
の
こ
と
な
ど
念
頭
に
お
か
ぬ
人
）

プ〔
無
〕
類

の
B
u
i
（
無
為
）
　
落
・
文
・
黒
・
易
　
《
平
和
、
静
穏
、
ま
た
、
温
和
》

B
u
i
 
F
j
i
（
無
為
無
事
）

B
u
i
ロ
（
無
音
）
　
落
　
《
礼
儀
を
欠
き
、
訪
問
し
な
い
こ
と
》

プ

ヱ

ソ

ナ

マ

ニ

ク

B
G
y
e
P
（
無
塩
）
　
文
「
無
塩
触
聖
・
伊
　
（
魚
な
ど
で
塩
の
付
け
て
い
な
い
新
鮮
な
も
の
》

出
u
受
ひ
（
無
興
）
　
落
・
文
・
鰻
・
易
・
運
・
温
　
《
寂
し
さ
、
あ
じ
け
な
さ
、
ま
た
は
不
機
嫌
》

B
ぷ
e
g
a
C
O
（
無
興
顔
）

B
G
C
ひ
（
無
功
）
　
落
・
文
・
易
・
道

B
G
C
O
t
ロ
a
（
無
骨
な
）
　
落
・
文
・
伊

B
u
s
a
i
（
無
菜
）

B
u
s
ひ
（
無
双
）

B
且
i
（
無
事
）

B
u
H
a
（
無
射
）

B
u
国
か
（
無
性
）

ソ
　
　
　
サ
イ
プ
サ
イ
／

文
「
（
免
）
菜
納
響

《
経
験
の
乏
し
い
こ
と
、
ま
た
は
、
修
練
の
乏
し
い
こ
と
》

天
・
鰻
・
易
・
下
・
運
・
温
　
《
粗
野
で
、
礼
儀
作
法
を
心
得
て
い
な
い
）

・
天
・
鍍
・
易
「
天
暦
」
　
《
料
理
が
少
な
い
こ
と
》

落
・
文
・
易
・
運
　
《
匹
敵
す
る
も
の
が
な
い
こ
と
》

落
・
文
・
黒
・
饅
・
易
・
運
・
温
　
《
平
和
、
静
穏
）

文
　
運
　
（
注
）
　
正
し
く
は
プ
エ
キ
。
（
日
本
の
　
（
陰
暦
）
九
月
》

落
・
易
・
運
　
（
怠
惰
、
投
げ
や
り
な
こ
と
）

B
u
H
紆
N
G
r
a
（
無
性
面
）

B
u
H
ね
i
ニ
ー
B
u
n
i
ロ
j
i
β
（
無
勢
）
　
易
・
運
　
《
少
な
い
軍
勢
》

否
定
辞
「
無
」
を
冠
す
る
漢
語
の
音
と
意
味

二
一



鎌

倉

時

代

語

研

究

B
u
t
二
無
道
）
　
落
・
文
・
黒
「
鮮
蕊
」
・
天
・
鰻
・
易
・
運
・
温
《
非
理
、
歪
、
邪
悪
》

B
G
ロ
i
n
（
無
人
）
　
易
　
六
人
が
少
な
い
こ
と
）

B
G
ロ
e
n
（
無
念
）
　
《
念
を
入
れ
ぬ
こ
と
）

B
G
m
e
i
n
O
 
y
u
が
i
（
無
名
の
指
）
　
（
薬
師
指
》

ロ
u
r
i
O
C
u
（
無
力
）
　
落
・
文
・
饅
・
易
・
這
・
温
　
《
貧
困
で
財
力
に
乏
し
乏
し
い
こ
と
》

出
u
r
i
O
C
u
j
i
n
（
無
力
人
）

B
u
r
e
i
（
無
礼
）
　
落
・
文
・
鰻
・
易
　
《
礼
儀
に
欠
け
る
こ
と
、
躾
が
惑
い
か
足
り
な
い
こ
と
）

一
一
二

伺
B
u
a
n
n
a
i
（
無
案
内
）

B
G
y
e
冨
C
G
（
無
会
釈
）

B
u
y
e
n
r
i
O
（
無
遠
慮
）

B
u
c
許
か
（
無
孝
行
）

B
u
c
a
n
n
i
n
（
無
堪
忍
）

B
仁
b
a
C
品
○
（
無
覚
悟
）

B
u
q
i
g
u
e
n
（
無
機
嫌
）

落
　
《
あ
る
物
事
に
慣
れ
て
い
な
い
で
、
出
処
進
退
の
わ
か
ら
な
い
人
》

《
辞
儀
や
挨
拶
を
欠
く
こ
と
》

落
　
《
将
来
に
対
す
る
用
意
が
あ
ま
り
な
さ
れ
な
い
こ
と
》

落
　
《
父
母
、
あ
る
い
は
、
主
人
や
師
に
対
し
て
従
順
で
な
い
こ
と
》

《
忍
耐
強
く
な
い
こ
と
）

落
・
文
・
易
　
《
不
用
意
、
ま
た
は
、
準
備
が
足
り
な
い
こ
と
》

落
　
（
悪
い
顔
つ
き
を
し
て
い
る
こ
と
》

B
u
q
i
y
旨
a
（
無
器
用
な
）

B
u
q
i
r
i
詳
a
（
無
器
量
な
）

B
u
息
r
i
O
C
u
（
無
気
力
）

落
・
文
・
易
・
運
・
温
　
《
粗
野
で
、
洗
練
さ
れ
て
い
な
い
で
、
物
事
に
巧
み
で
な
い
）

落
　
《
姿
の
悪
い
人
》

落
　
《
生
ま
れ
つ
き
気
弱
な
こ
と
》

B
u
q
e
n
g
（
無
憲
法
）
　
（
不
正
》

出
u
霊
n
g
H
a
（
無
憲
法
者
）



B
u
臥
c
a
c
u
ロ
a
（
無
才
党
な
）
　
落
　
《
物
事
に
関
し
て
才
智
や
注
意
が
足
り
な
い
こ
と
》

B
u
s
a
i
c
G
（
無
細
工
）
　
へ
注
）
　
「
邦
訳
日
葡
」
で
は
「
不
細
工
」
を
宛
て
る
。
（
手
が
不
器
用
で
あ
る
》

B
u
s
ぎ
ひ
（
佃
相
応
）

B
u
s
a
t
a
（
無
沙
汰
）

B
u
軋
a
n
（
無
思
案
）

B
u
国
u
軋
ロ
（
無
執
心
）

B
u
舛
u
げ
i
（
佃
首
尾
）

B
u
H
O
N
O
n
（
無
所
存
）

B
u
H
O
t
a
i
　
（
無
所
帯
）

B
G
軋
r
i
O
（
無
思
慮
）

《
適
当
で
な
い
　
（
も
の
）
、
ま
た
は
、
適
合
し
な
い
　
（
も
の
）
）

落
・
文
・
鰻
・
易
　
（
挨
拶
、
辞
儀
を
欠
く
こ
と
、
ま
た
は
訪
問
し
な
い
こ
と
》

落
・
文
　
《
思
慮
分
別
の
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
、
思
慮
の
な
い
こ
と
》

《
物
事
に
あ
ま
り
心
を
傾
け
ず
、
ま
た
は
、
あ
ま
り
愛
着
を
も
た
な
い
こ
と
》

落
　
（
自
分
の
言
っ
セ
こ
と
と
か
、
約
束
し
た
こ
と
か
を
果
さ
な
い
こ
と
）

落
・
天
・
鰻
・
易
　
《
思
慮
分
別
が
足
り
な
い
、
軽
率
》

《
締
り
な
く
浪
費
し
て
、
家
事
の
切
り
ま
わ
し
が
下
手
で
、
だ
ら
し
な
い
こ
と
》

落
　
（
思
慮
分
別
が
な
く
、
軽
率
な
こ
と
）

B
u
軋
ロ
g
ひ
n
a
（
細
信
仰
な
）
　
《
救
霊
の
こ
と
に
つ
い
て
不
信
心
で
、
冷
淡
な
（
人
）
、
信
仰
し
難
い
（
も
の
）
》

B
u
軋
n
j
i
n
（
無
信
心
）
　
落
　
《
救
霊
の
こ
と
に
つ
い
て
不
信
心
な
、
ま
た
は
、
冷
淡
な
こ
と
》

B
u
t
a
i
記
七
二
無
大
切
）
　
《
愛
情
の
な
い
こ
と
）

B
u
c
h
評
i
（
無
調
子
）
　
《
歌
を
歌
っ
た
り
、
楽
器
を
奏
し
た
り
す
る
の
に
、
調
子
外
れ
で
あ
る
こ
と
）

B
u
c
h
乾
ひ
（
無
調
法
）
　
落
・
文
　
（
不
器
用
さ
、
物
事
を
調
整
し
た
り
、
用
意
し
た
り
す
る
の
が
不
手
な
こ
と
d

B
u
c
h
賢
e
n
（
無
調
練
）
　
《
経
験
の
乏
し
い
こ
と
、
ま
た
は
、
修
練
の
乏
し
い
こ
と
》

B
u
n
i
ロ
j
u
（
無
人
数
）
　
落
・
易
　
《
人
が
少
な
い
こ
と
》

B
已
g
O
（
無
奉
公
）
　
落
・
文
　
《
奉
公
し
な
い
こ
と
、
ま
た
は
奉
公
を
怠
け
る
こ
と
》

B
已
宮
ひ
ロ
i
n
（
無
奉
公
人
）

否
定
辞
「
無
」
を
冠
す
る
漢
語
の
音
と
意
味

一
一
三



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

B
u
y
一
品
n
（
無
用
心
）
　
《
監
視
と
警
戒
を
し
な
い
こ
と
》

以
上
が
「
日
葡
辞
書
」
所
載
の
、

ム〔
無
〕
類
　
の
6
9
語
　
伺
1
6
語

ブ〔
無
〕
類
　
の
1
8
語
　
伺
3
0
語

「
無
」
を
冠
す
る
漢
語
で
あ
る
。
こ
れ
を
ま
と
め
る
と
、

合
計
8
5
語

合
計
4
8
語

と
な
る
。

形
態
上
か
ら
見
る
に
、

ム

類
の
語
の
多
く
は
　
〔
無
〕

ム

意
義
の
面
か
ら
〔
無
〕

〔
無
〕
類
は
川
型
が
圧
倒
的
に
多
数
を
占
め
る
が
、
〔
無
〕
類
で
は
逆
に
そ
の
多
く
が
何
型
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
〔
無
〕

類
の
語
に
比
し
て
新
し
く
生
ま
れ
た
語
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

プ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ブ

類
と
〔
無
〕
類
と
を
比
較
す
る
と
、
両
者
に
は
、
顕
著
な
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
〔
無
〕
類
に
属
す
る
語

ブ

は
、
そ
の
殆
ん
ど
が
マ
イ
ナ
ス
の
評
価
を
与
え
る
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
〔
無
〕
類
の
語
に
つ
い
て
意
義
に
よ
る
分
類
を
試
み
る
と
、

次
の
如
く
に
な
る
（
以
下
、
例
は
漢
字
表
記
で
示
す
）
。

工
マ
イ
ナ
ス
の
評
価
を
表
わ
す
語

何
人
の
性
質
・
態
度
（
人
倫
に
関
す
る
も
の
）

i
思
慮
の
な
さ
…
…
…
無
遠
慮
　
無
覚
悟
　
無
才
覚
　
無
思
案
　
無
所
存
　
無
思
慮

五
不
熱
心
・
不
注
意
…
無
念
　
無
気
力
　
無
執
心
　
無
用
心

…
皿
未
熟
・
無
器
用
…
…
無
功
　
無
案
内
　
無
器
用
　
無
細
工
　
無
首
尾
　
無
調
子
　
無
調
法
　
無
調
練

．
Ⅳ
怠
惰
…
：
…
…
…
…
・
無
性
　
無
所
帯
　
無
奉
公

Ⅴ
粗
暴
・
短
気
…
…
無
道
　
無
堪
忍
　
無
憲
法

．
Ⅵ
礼
儀
し
ら
ず
…
…
…
無
音
　
無
骨
　
無
菜
　
無
礼
　
無
会
釈
　
無
沙
汰

H
Ⅶ
不
敬
・
不
信
心
…
…
無
孝
行
　
無
大
切
　
無
信
仰
　
無
信
心



沌
ぶ
ざ
ま
・
不
気
嫌
…
無
興
・
無
機
嫌
　
無
器
量

㈲
貧
困
・
劣
勢

無
力
　
無
人
　
無
勢
　
無
人
数

似
事
柄
の
な
り
ゆ
き

無
相
応

Ⅱ
そ
の
他無
為
　
無
塩
　
無
事
　
無
射
　
無
隻
　
無
名
（
の
指
）

プ

右
の
分
類
は
必
ず
し
も
充
分
な
も
の
と
は
言
え
ま
い
が
、
〔
無
〕
類
の
語
4
8
語
中
、
4
1
語
ま
で
が
マ
イ
ナ
ス
の
評
価
を
表
わ
す
語
と
い
う
大
勢

（9）

は
動
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
殊
に
「
無
」
の
下
接
語
が
二
字
の
漢
字
か
ら
成
る
語
に
は
例
外
が
な
い
。

ム

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

プ

一
方
、
〔
無
〕
類
で
は
マ
イ
ナ
ス
の
評
価
を
表
わ
す
語
は
少
数
で
、
8
5
語
中
2
4
語
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
を
〔
無
〕
類
に
準
じ
て
分
類
す
れ
ば
、

次
の
如
く
に
な
る
。

伺
i
　
無
学
　
無
才
　
無
智
　
無
筆
　
無
能
　
無
文
　
無
分
別
　
無
文
字

五
　
無
我

…
皿
　
無
功

Ⅴ
　
無
体

壷
　
無
道
心

壷
　
無
味

㈲
　
　
無
位

似
　
　
無
益

無
性
無
分
暁

無
法
　
無
理

無
仏
世
界

無
官
無
足
　
無
徳
　
無
功
徳

否
定
辞
「
無
」
を
冠
す
る
漢
語
の
音
と
意
味



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ブ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

プ

両
者
を
比
較
し
て
、
〔
無
〕
類
の
語
と
マ
イ
ナ
ス
の
評
価
と
の
結
び
つ
き
の
強
さ
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
も
〔
無
〕
類
の
そ
れ
は
、
そ
の
殆

ん
ど
が
何
人
の
性
質
・
態
度
と
い
う
人
倫
に
関
す
る
マ
イ
ナ
ス
の
評
価
を
与
え
る
語
な
の
で
あ
る
。

ム

　

　

　

　

　

　

　

プ

以
上
の
如
く
、
〔
無
〕
類
の
語
と
〔
無
〕
類
の
語
と
に
は
語
彙
的
な
意
味
の
差
の
存
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
呉
音
読
語
と

プ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

プ

コ

ウ

　

プ

シ

ヤ

ウ

プ

一

一

ン

漠
音
読
語
と
の
対
立
と
見
る
こ
と
は
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
〔
無
〕
類
の
語
で
あ
っ
て
も
、
例
え
ば
無
功
・
無
性
・
無
人
な
ど
の
よ
う
に
、
必
ず

プ

　

　

　

　

　

　

　

ム

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ブ

し
も
漠
音
読
語
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
　
〔
無
〕
類
の
語
と
〔
無
〕
類
の
語
と
の
語
嚢
的
な
意
味
の
対
立
は
、
畢
寛
、
接
辞
の
「
無
」

ム

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

プ

と
「
無
」
の
音
の
対
立
と
し
て
把
捉
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
「
無
」
と
、
人
倫
に
関
す
る
マ
イ
ナ
ス
の
評
価
と
い
う
表
現
性
の
結
び
つ

プ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

1

0

）

卓
は
、
語
頭
薗
音
と
し
て
の
「
無
」
の
表
現
価
値
が
契
機
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

結

ム

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ブ

室
町
時
代
に
於
い
て
、
「
無
」
を
上
接
語
と
す
る
漢
語
と
「
無
」
を
上
接
語
と
す
る
漢
語
と
に
語
彙
的
な
意
味
の
差
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
共

（11）

時
論
的
事
実
と
、
ム
ラ
イ
が
プ
レ
イ
へ
と
変
化
し
た
事
実
と
を
直
接
的
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
変
化
の
起
き
た
中

世
と
い
う
時
代
は
、
貴
族
支
配
が
終
り
、
武
家
支
配
が
こ
れ
に
と
っ
て
代
っ
た
社
会
構
造
の
激
変
の
時
代
で
あ
っ
た
。
新
し
い
封
建
制
の
確
立
を

め
ざ
し
て
い
た
時
代
に
強
く
求
め
ら
れ
た
の
は
身
分
序
列
へ
の
配
慮
で
あ
る
。
最
古
の
武
家
家
訓
書
「
北
条
重
時
家
訓
」
は
、
支
配
層
の
思
想
を

具
体
的
に
伝
え
て
い
る
が
、
そ
こ
で
最
も
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
対
人
関
係
へ
の
留
意
で
あ
る
。
「
無
礼
ハ
是
さ
い
な
ん
の
起
り
」
（
「
今
川
大
双
紙
」

『
群
書
類
従
』
第
四
百
十
二
）
と
い
う
こ
と
ば
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
世
は
殊
に
対
人
関
係
へ
の
強
い
配
慮
が
求
め
ら
れ
、
自
然
、
敬
語
の
著
し

く
発
達
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。

ム
ラ
イ
か
ら
プ
レ
イ
へ
の
変
化
の
背
景
に
は
、
漢
語
の
漠
音
読
語
増
加
の
一
般
的
趨
勢
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
新
形
プ
レ
イ
は
、
語
頭
鴻
音
語

と
し
て
の
表
現
性
ゆ
え
に
、
中
世
と
い
う
時
代
に
お
い
て
、
名
実
と
も
に
ふ
さ
わ
し
い
語
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。



注（
1
）
　
山
内
洋
「
郎
編
『
古
本
説
話
集
総
索
引
』
（
昭
4
4
・
4
）
本
文
篇
に
依
る
。

（
2
）
　
「
古
典
文
学
大
系
」
所
載
の
「
説
話
目
録
」
に
依
る
。

（
3
）
　
寛
泰
彦
『
中
世
武
家
家
訓
の
研
究
』
で
は
、
重
時
作
の
立
場
か
ら
康
元
元
二
二
五
六
）
年
か
ら
弘
長
元
（
一
二
六
〓
年
の
成
立
と
説
か
れ
て
い
る
。

石
井
進
氏
は
、
こ
れ
を
重
時
作
と
す
る
き
め
手
は
乏
し
い
け
れ
ど
も
、
鎌
倉
期
の
武
家
家
訓
た
る
こ
と
は
ま
ず
動
く
ま
い
さ
れ
る
（
『
中
世
政
治
社
会
思
想

上
』
日
本
恩
恵
大
系
2
1
　
解
題
）
。
引
例
は
『
中
世
武
家
家
訓
の
研
究
』
所
載
本
文
に
依
る
。

（
4
）
　
三
保
サ
ト
千
・
三
保
忠
夫
「
中
世
文
書
に
お
け
る
語
彙
研
究
上
の
一
問
題
－
「
非
道
」
と
「
無
道
」
1
」
（
「
福
井
大
学
『
国
語
国
文
学
』
聖
ち
　
昭
5
4
・

2
）

（
5
）
　
粕
谷
嘉
弘
「
源
氏
物
語
に
於
け
る
漢
語
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
3
2
・
1
1
）
　
同
「
枕
草
子
の
漢
語
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
4
0
・
1
1
）
　
同
「
更
級
日

記
の
漢
語
」
（
「
山
口
大
学
文
学
会
誌
」
1
7
巻
1
号
　
昭
4
1
・
8
）

（
6
）
　
柏
谷
義
弘
「
保
元
物
語
の
漢
語
」
（
「
大
阪
大
学
医
療
技
術
短
大
部
研
究
紀
要
」
1
0
　
昭
望

（
7
）
　
河
本
克
明
「
変
体
渡
文
訓
読
に
於
け
る
字
音
語
の
性
格
」
（
「
信
州
大
学
人
文
学
軋
人
文
科
学
論
集
」
第
7
号
　
昭
亜
・
2
）

（
8
）
　
「
自
衛
辞
書
」
に
B
守
と
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
「
蟹
の
漢
音
で
は
な
く
、
「
不
」
の
音
の
翌
日
化
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
他

の
字
書
類
セ
の
溌
字
表
記
が
逓
増
悪
い
語
の
場
誇
諭
、
本
稿
で
は
す
べ
て
「
無
」
の
音
を
写
し
た
も
の
持
て
取
扱
う
。
　
　
ム
エ
ン

（
9
）
　
な
お
、
Ⅱ
の
語
の
う
ち
、
「
無
為
」
は
仏
教
語
の
「
無
為
」
と
の
同
音
衡
実
を
回
避
し
た
結
果
で
あ
り
、
「
無
塩
」
は
同
じ
く
仏
教
語
の
「
無
縁
」
と
の
連

想
を
避
け
る
と
い
う
意
識
が
働
い
た
と
い
う
事
情
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
1
0
）
　
語
頭
翌
日
語
の
表
現
価
値
に
つ
い
て
は
、
亀
井
孝
「
か
な
は
な
ぜ
濁
音
専
用
の
字
体
を
も
た
な
か
っ
た
か
－
を
め
ぐ
っ
て
か
た
る
」
（
「
人
文
科
学
研
究
（
】

橋
大
学
）
」
昭
4
5
・
3
）
に
示
唆
を
受
け
た
。
ま
た
、
現
代
語
の
接
辞
「
不
」
「
無
」
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
須
山
名
保
子
氏
は
、
接
辞
「
ぶ
」
に
は
、
容
貌
、

姿
か
た
ち
、
態
度
、
動
作
、
作
法
等
が
は
っ
き
り
出
る
行
為
な
ど
で
、
み
っ
と
も
な
く
て
嫌
な
感
じ
が
す
る
語
の
場
合
に
は
、
そ
れ
は
、
「
不
」
を
強
調
し

滝
音
化
す
る
こ
と
が
あ
り
得
た
の
で
は
な
い
か
と
説
か
れ
て
い
る
（
「
接
辞
『
不
』
『
無
』
を
め
ぐ
っ
て
」
学
習
院
大
学
『
国
語
国
文
学
会
誌
』
1
7
昭
空
。

（
1
1
）
　
「
捷
解
新
語
」
は
否
定
辞
「
無
」
の
音
を
考
え
る
上
で
注
目
す
べ
き
資
料
で
あ
る
．
。
原
刻
本
で
は
、
む
い
ん
（
無
音
）
、
む
じ
（
無
事
）
、
む
だ
う
（
頗
這
）
、

む
て
う
ほ
う
（
無
調
法
）
、
む
し
っ
け
と
、
中
世
の
字
書
類
と
異
な
る
語
形
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
改
修
捷
解
新
語
」
で
は
、
む
じ
（
無
事
）
、

ぶ
て
う
ほ
う
（
無
調
法
）
、
ぶ
し
っ
け
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
「
か
た
こ
と
」
に
は
、

否
定
辞
「
無
」
を
冠
す
る
漢
語
の
音
と
意
味



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ぶ

こ

つ

無
骨
を
・
む
こ
つ

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
形
の
ゆ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

一
一
八

（
追
記
）
　
本
稿
は
、
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
算
四
回
研
究
発
表
会
（
昭
5
4
・
8
・
空
で
の
口
頭
発
表
を
凄
め
た
も
の
で
あ
る
。
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、
小
林
芳

規
先
生
の
ご
指
導
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
し
申
し
上
げ
る
。




